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一緒にジャンブ！国際交流にレッツ・トライ!

！
先
月

、
村
で
初
め
て

の
公

式
？

な
国

際
交
流

が
も
た

れ
た
。

台
風

の
影
響
で
雨

が
降
っ
た
翌

日
、

か
ら
り
と
晴

れ
上

が
っ
た
玉

松
海
水
浴

場
に
や
っ
て

き
た
の
は

米
軍
三

沢

基
地
の
二
十

人
。

迎
え

た
の
は
村

の
子

ど
も
会
。

年
齢
も

、
肌
の
色
も

さ
ま

ざ
ま

だ
し
、
村

の
子
は
ち

ゃ
ん
と
英
会

話

が
で

き
な
い
。

で
も

、
交
流

が
で
き

た
。

不

思
議
じ

ゃ
な

い
。

人
と
人
と

の
つ
な

が
り
な
ん
て

、
心

が
あ

れ

ば
で
き
て
し

ま
う
。
参
加
し

た
子

達
は
、
そ

れ
を
体
験
で

き
た
。
そ

れ
だ
け
で

も
、
来
た
る

べ
き
国

際

社
会
を
生

き
ぬ
い
て

い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
あ
の
子
達

に
と
っ
て

大
き
な

プ
ラ

ス
に
な
っ
た
は
ず
だ
。

も
っ

と
も
、
子
ど
も
達

の
頭
に

は
交
流
な

ん
て
難
し

い
言
葉

は
な

か
っ
た
ろ
う
。

一
緒
に
遊

ん
だ

だ

け
だ
。
そ

れ
で
い

い
じ
ゃ
な
い
か
。

そ
こ

か
ら
何
か

が
始
ま

る
。

我
恋
は
林
檎
の
如
く
美
し
き

富
女
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154,430 千 円(6.2%)

・地区環境整備組合負担金 ‥･39,772 円

・ 温泉掘削工事 費………58,195 円

・ 老人保 健事業 費… ……21,895 円

５ １３千 円(OoO ％)

・労働 者協議 会補助金……135 円

・束青雇用促進連絡協議会負担金　136 円

平
成
二
年
度
決
算
は
、
九
月
定

例
村
議
会
に
提
出
さ
れ
、
九
月
十

三
日
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

村
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た
村

棍
や
地
方
交
付
税
、
国
、
県
支
出

金
な
ど
が
、
ど
の
く
ら
い
入
り
、

ど
の
よ
う
な
形
で
支
出
さ
れ
て
い

る
か
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

◇議　　 会　　 費
◆

目

的

別

に

見

た

歳

出

締
め
て
二
十
五
億
二
百
六
十
八
万
円

広報よもぎた

●
平
成
二
年
度
決
算
認
定
さ
れ
る
。

平成２年度決算

普
通
会
計
歳
出

･64*220 千 円(2 ．6％)

・議員報酬………………35,675円

・議員活動費……………8,227 円

◇総　　 務　　 費

716*123 千 円(28 ．6 ％)

・ 積立金( 財 調･ 減 債) …164,000 円

・ふるさと市町村圈基金出資金17,415 円

・玉松スト ット デン整備工事費103,824 円

◇民　　 生　　 費

148,896 千円(5.9%)

・老人福祉費……………26,088円

◇労　　 働　　 費

◇衛　　 生　　 費

・保育所費………………63,958 円

・児童館費………………14,070 円

2

村民１人からいただいた村税(総額39,933円)の状況

村　民　税

13,861 円

法　人　税 固定資産税 軽自動車税 村たばこ税

1,168円 20,526円 945円 3,433円

※平成3年3月3日

現在人口

4,148人で算出



広報よもぎた

●入ったお金

依存財源80.5% 自主財源19.5%
科　　　 目 金　　　 額 構成比 科　　　　 目 金　　　 額 構成比

地 方 譲 与 税
千円

40,978

％

1.6

地　 方　 税
千円

165,643

％

6.5

利子割交付金 6,384 ０．２ 分 担 金 及 び

負　 担　 金

2,658 ０．１
自動車取得税

交　 付　 金
21,852 ０．９

使　 用　 料 14,571 ０．６

地 方 交 付 税 1,256,312 49.1 手　 数　 料 1,670 ０．０

交通安 全対策

特 別 交 付 金
1,736 ０．１

財 産 収 入 33,209 １．３

寄　 附　 金 450 ０．０

国 庫 支 出 金 351,062 13.7 繰　 入　 金 204,864 ８．０

県 支 出 金 178,757 ７．０ 繰　 越　 金 29,907 １．２

村　　　　 債 20､3,100 ７．９ 諸　 収　 入 45,974 １．８

小　　　　　計 2,060,181 80.5 小　　　　 計 498,946 19.5

歳入合計2,559,127 千円

203,952 千円(8 ．2％)

・農地等災害復旧費……34,279円

・河川災害復旧費……146,662 円

172,133 千 円(6 ．9％)

・元金…………………106,622 円

・利子……………………65,511 円

●出たお金

区　　　　　 分 決　算　額 構成比( ％)
前年 度と比

較 増減(％)

義　務　的　経　 費

人　　 件　　 費

扶　　 助　　 費

公　　 債　　 費

785,959

593,851

19,975

172,133

31.4

23.7

0.8

6.9

１．４

２．５

２．７

△ ２．２

投　資　的　経　費

１　普通建設事業費

補助事業

単独事業

２　災害復旧事業費

補助事業

単独事業

929,145

725,193

423,947

301,246

203,952

193,136

10,816

37.1

29.0

16.9

12.1

8.1

7.7

0.4

72.6

59.5

81.7

36.0

144.2

137.5

386.1

そ　　　 の　　　 他

物　　 件　　 費

維 持 補 修 費

補　釛　 費　等

積　　 立　　 金

投資出資貸付 金

繰　　 出　　 金

787,579

189,684

26,319

146,338

326,177

20,502

78,559

31.5

７．６

１．１

５．９

13.0

０．８

３．１

12.2

4.3

1.1

15.4

△3.3

610.6

191.5

合　　　　　 計 2,502,683 100.0 24.2

383,672 千 円(15.3%)

・特定交通安全施設整備費 …35,766 円

・ 村道舗装工 事…………9,597 円

・板 木沢川改修工事 ……90,829 円

・ 漁港 改修………… ……14,000 円

327,968 千 円(13.1%)

・ 団 体営 農道整備費……19,101 円

・ ため 池整備費…………16,480 円

・農 免農道( 蓬 田) … … …27,005 円

・ 山村振興 等対策費……27,052 円

・ 水田農業 確立対策費…43,636 円

・ 村営分収 林下 刈工事費1,095 円

・ 村営分収林除間伐工事費 ‥･1､688 円

72,483 千 円(2 ．9％)

・広 域消防 負担金………40,365 円

・ 防火水槽新 設… ………8,941 円

・防火コミュニティセンター新設5,775 円

7,143 千円(0.3%)

・商工会補助金……………700 円

・村おこし事業補助金……300 円

・観光協会補助金………1,900 円

平成２年度決算

◇土　　 木　　 費 ◇農 林 水 産 業 費

◇消　　 防　　 費

◇公　　 債　　 費

◇災 害 復 旧 費

251,150 千 円(10 ．0％)

・小学校費………………17,352円

・中学校費………………19,899円

・幼稚園費………………17,944円

・学校給食費……………47,400円

◇教　　青　　費

3

3

村民１人に使われた村のお金(総額603,347 円)の状況

総務費 民生費 農林水産業費 土 木 昔 教 育 費 公 債 費

172,643 円 35,896円 79,067円 92,496円 60,547 円 41,498円

議会費　　15,482円
衛生費　37,230 円

労働費　　　123 円

商工費　　1,722 円
消防費　　17,474円

災害復旧費

49,169円

◇商　　工　　費



国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
収
支
決
算

○老人保健特別会計

二千▽≒

老人保健特別会計収支
決算

・平成２年度

医療費支払額

272,930 千円

※平成３年３月31 日現在

・加入者数　　　468 人

○国民健康保険特別会計

加入者からいただいた国保税

一世帯当たり　　193,943 円

一 人当 たり　　　61,670円

・平成２年度

国保税収入額

124,511千円

加入者に支払った医療費

一世帯当たり　　291,951 円

一 人当 たり　　　92,835円

・平成２年度

医療費支払額

187,432千円

奈平成３年３月31日現在

・加入世帯　　642 世帯

・加入者数　2,019 人

広報よもぎた

平成２年度決算 4

その他　12.070干円

一般会計繰入金

国庫支出金
56,581千円

支 払 基 金 交 付 金

194,057千円

入ったお金　　　　　284,353

千円出たお金　　　　　273,232

千円　

その他

302千円

医療諸費

272,930千円

その他

38,371千円

国庫支出金

168,23

9千円
国民健康保険税

入ったお金　　　331,1

21千円出たお金　　　　297,1

39千円
老人保健拠出金

190,593千円

保険給付費

187,432千円

その他

19,114千円



友
好
と
親
善
の

航
海
に
旅
立
ち
！

第
四
回
　
県
青
年
の
船

九
月
八
日
（
日
）
午
前
十
一
時

第
四
回
県
青
年
の
船
（
団
長
北
村

正
哉
）
総
勢
三
百
九
十
五
人
の
団

員
を
乗
せ
た
「
新
さ
く
ら
丸
」
が

青
森
港
を
出
航
し
た
。

わ
が
村
か
ら
は
、
中
川
悟
（
郷

沢
）
さ
ん
と
、
高
田
巧
（
郷
沢
）

さ
ん

が
今
回

の
船
に
参
加
し

て
、

中
国

、
韓
国

を
訪
問
す

る
十
四

日

間
の
親
善

・
友
好
の
航

海
に
旅
立

っ
た
。
当
日
は

、
澄
み
き
っ

た
青
空
の

下

、
色

と
り

ど
り
の

紙
テ

ー

プ
が

伸

び
、
見

送
り

に
き

た
家

族
や
仲

間

の
声
援

が
飛

び
交
う
中

、
船
は

ゆ
っ
く
り

と
、
ふ
頭
を
離

れ
一
路

中
国

・
大
連
市

を
目

指
し

た
。

出
航
式
は
午

前
九
時
三

十
分
か

ら
青
森
市

の
提

ふ
頭
一
万
五

千
ト

ン
岸
壁
で
行

わ
れ
、
北
村
団

長

が

「
国

際
的
な
視

野
を
広

め
る
と
と

も
に
中
国
、
韓
国

の
青
年

た
ち
と

大

い
に
友
好
を
深

め
る
よ
う

期
待

す

る
。

ま
た
、
県
内

の
若
者
同

士

の
連
帯
と
友
情

の
き
ず
な
を

培
っ

て

ほ
し

い
」
と

激
励
し

た
。

今
回

の
青
年

の
船
は
、
船
内
研

修
や

、
中
国

、
韓
国

で
寄
港

地
活

動
等

を
行

い
二
十

一
日
（
土

）
に

無

事
研
修
を

終
え
ま
し

た
。

来
月
号
よ
り

一
名

づ
つ
研
修
報

告

を
し

て
も
ら
う

予
定
で
す
。

年

金
受
給
者

が
死

亡
し
た
と
き

年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人

が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
遺
族
の

人
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

―
　
亡
く
な
っ
た
日
か
ら
十
四
日

以
内
に
、
年
金
用
の
死
亡
届
を

必
ず
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

・
二
つ
以
上
の
年
金
の
受
給
者

で
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
年
金
に
つ
い
て
の
死
亡
届
が

必
要
で
す
。

・
な
ん
ら
か
の
理
由
で
支
給
停

止
さ
れ
て
い
る
年
金
の
受
給
権

者
が
亡
く
な

っ
た
と
き
に
も
、

年
金
の
支
給
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
死
亡
届
が
必
要
で
す
。

２
　
年
金
の
受
け
取
り
方
法
を
、

銀
行
・
郵
便
局
の
通
帳
へ
の
自

動
振
込
み
に
し
て
い
た
と
き
は

そ

の

口

座

を

解

約

す

る

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

３
　

未

受

領

の

支

払

通

知

書

や

亡

く

な

っ

た

後

に

送

付

さ

れ

た

支

払

通

知

書

は

、

死

亡

届

に

添

付

す

る

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

年

金

の

支

給

を

受

け

ら

れ

る

の

・
　
・
　
一
　

●
　
一
　
・
　
・
　
・
　
・
　

●
　
●

は

、

死

亡

し

た

日

の

属

す

る

月

の

分

ま

で

で

す

。

け

取

る

と

過

払

い

と

な

り

、

あ

と

で

返

還

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

く

な

り

ま

す

の

で

、

死

亡

届

は

忘

れ

ず

に

提

出

し

て

く

だ

さ

い

。

ま

た

、

死

亡

し

た

年

金

受

給

者

が

、

生

存

中

に

受

け

取

っ

て

い

な

か

っ

た

支

払

分

は

、

生

計

を

同

じ

く

し

て

い

る

遺

族

が

自

分

の

名

前

で

、

支

給

を

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

こ

れ

を

未

支

給

年

金

の

請
求
と
い
い
ま
す
が
、
請
求
で
き

る
人
に
は
順
位
が
あ
り
、
先
順
位

者
が
い
る
と
き
は
、
後
順
位
者
は

請
求
で
き
ま
せ
ん
。

未
支
給
年
金
を
請
求
で
き
る
遺

族
と
順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
配
偶
者

②
子
③
父
母

④
孫
⑤
祖
父
母

⑥
兄
弟
姉
妹

死
亡
届
・
未
支
給
年
金
請
求
書

の
提
出
先
は
、
受
給
し
て
い
た
年

金
の
制
度
に
よ
っ
て
異
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
証
書
な
ど
添
付
書

類
が
性
要
で
す
か
ら
、
く
わ
し
い

こ
と
は
、
役
場
国
民
年
金
係
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

隋年の船出航/各課から5

総
務
庁
で
は
、
行
政
に
関
す
る

苦
情
や
意
見
・
要
望
等
を
受
付
け

て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
行
政
相
談
制
度

に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
理
解
と
認
識

を
深
め
る
た
め
、
十
月
十
三
日
か

ら
十
月
十
九
日
ま
で
を
「
行
政
相

談
週
間
」
と
定
め
い
ろ
い
ろ
な
行

事
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
「
特
設
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
役
所

の
仕
事
に
関
し
て
納
得
が
い
か
な

い
、
困
っ
て

い
る
こ
と

が
あ
り

ま

し

た
ら
「
無

料
」
で

「
迅
速
」
に
、

し

か
も
「

秘
密
」
を
守
り

親
身

に

応
し

て

お
り

ま
す

の
で

、
お
気
軽

に

ご
相
談
下

さ

い
。

【
行
政
相

談
員

】

張
　

間
　

キ
　

ョ

昔
二
七
－

二
四
三

二

【
日
時
・
場
所

】

十
月
十
七
日
　

十
時

～
十
五

時

中

央
公
民
館
　

相
談
室

行 政 へ の

相談は・・・

お気軽に!!
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祭を楽しむお客さん２千５百人

第６回“よもぎた牧場祭”

蓬田牛に舌鼓!!

お
い
し
い
蓬
田
牛
を
実
際
に
食
べ
て
も
ら
い
、
村
内
外
に
蓬
田

牛
の
存
在
を
Ｐ
Ｒ
し
消
費
拡
大
と
畜
産
振
興
を
図
る
う
と
村
が
開

催
し
て
い
る
第
六
回
目
の
牧
場
祭
が
、
八
月
二
十
五
日
（
日
）
、

村
営
牧
場
で
行
わ
れ
、
村
内
は
も
と
よ
り
近
隣
市
町
村
か
ら
集
ま

っ
た
二
千
五
百
人
の
お
客
様
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

午
前
十
時
か
ら
始
ま
っ
た
開
会

式
で
は
、
八
戸
村
長
よ
り
「
村
内

は
も
と
よ
り
村
外
か
ら
牧
場
祭
に

お
い
で
に
な
っ
た
方
々
に
心
よ
り

感
謝
致
し
ま
す
。
今
日
は
一
日
ゆ

っ
く
り
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
挨

拶
が
あ
り
、
来
賓
を
代
表
し
て
、

清
水
信
造
村
議
会
議
長
よ
り
「
今

年
の
四
月
よ
り
牛
肉
の
輸
入
が
自

由
化
に
な
り
、
生
産
者
の
方
は
厳

し
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
技
術
の
面
に
も
一
層
の
努

前

売
り
券
も
含

め
千
二
百

枚
の

牛
肉
券

は
順
調

な
売
れ
行
き
で

、

特
に

、
八

百
枚

準
備
さ
れ

た
前

売

券
は

発
売
当
日

に
全
部
売

れ
て
し

ま
う

ば
ど
の
人
気
と
な
り
ま
し

た
。

即

売
コ
ー
ナ

ー
で
も

ス
テ

ー
キ

用

の
肩

ロ
ー

ス
や
ヒ
レ
肉

な
ど

が

特
価

で
販
売

さ
れ
、
蓬
田
牛

の
人

気

は
年

々
う

な
ぎ
の

ぼ
り
で
す

。

会

場
入
口

の
ゲ
ー
ト
を
潜

る
と

実
物

大
の
大

き
さ
の
牛

の
模
型

が

お
い
で
に
な

っ
た
お
客

さ
ん
を
、

よ
う

こ
そ

と
言

わ
ん

ば
か
り

に
出

迎
え

ま
し

た
。

こ
の
牛
は

、
細
谷

靖

信
村
肉

牛
生
産
組
合
長

が
提
供

し

て
く
は
ま
し

り
』。

青
年
会
が
担
当
！

会
場
南
側
高
台
に
、
特
設
舞
台

を
設
け
て
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
は
、
子
供
達
を
初
め
、
家

族
連
れ
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

二
年
前
か
ら
運
営
は
、
青
年
会

が
担
当
し

祭
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
み

ま
し

た
。

小
学
生
を
対

象
に
し

た

「
宝
探
し
」
や
「
牛
乳

の
早
飲
み
」

全
員

を
対

象
に
し

た
「
牛
の
親
子

の
体
重

当
ク
イ

ズ
」

「
草
上
り

ン

ボ
ー

ダ
ン
ス
」

ビ
ー
ル
早
飲
み

」

「
干

草
投

げ
」

ガ
ラ

オ
ヶ
大
会

」

な

ど
が
多

彩
に
繰
り

広
げ
ら

れ
参

加
者

は
時

間
の
た

つ
の
を
忘

れ
て

楽
し

み
ま
し
た
。

ま

た
、
会
場
の
南

側
に
は

、
盛

秋
雄

（
瀬
辺
地

）
さ
ん
の
協
力

に

よ

る
〔
動
物

ふ
れ
あ

い
広
場

〕

が

設
け

ら
れ
、

か
わ
い

い
ウ
サ

ギ
を

抱

い
て
動
か
な

い
子

供
達
で

に
ぎ

わ
い
を
見
せ
ま
し

た
。

牧場祭から

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

年
々
好
評
！
売
れ
行
き
上
々
！

力
を
し
て
い
た
だ
き
、
肉
質
の
良

い
蓬
田
牛
を
生
産
し
て
ほ
し
い
」

と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
に
入
っ
た
お
客
さ
ん
が
、

ま
っ
先
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
見

晴
ら
し
の
い
い
場
所
を
確
保
す
ろ

こ
と
で
す
。
次
が
、
牛
肉
と
無
料

貸
し
出
し
の
鉄
板
や
コ
ン
ロ
を
受

取
り
、
輪
に
な
っ
て
コ
ン
ロ
を
囲

ん
で
、
肉
や
野
菜
を
焼
い
て
、
夕

レ
を
付
け
て
食
べ
る
こ
と
で
す
。

お
楽

し
み
抽
選
会

で
は

何

が
当
た

る
か
な
り
Ｉ

お
楽
し
み
抽
選
会
て
ば
　
村
長

賞
、
議
長
賞
、
農
林
水
産
課
長
賞

な
ど
の
賞
が
準
備
さ
れ
、
抽
選
番

号
を
呼
び
上
げ
る
た
び
に
、
当
た

り
券
を
片
手
に
掲
げ
て
走
っ
て
来

る
人
は
「
や
っ
た
Ｉ
」
と
叫
び
、

当
た
ら
な
か
っ
た
人
は
深
い
溜
め

息
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

八
百
人
収
容
の
テ
ン
ト
を
設
置
！

昨
年
か
ら
雨
天
で
も
お
客
さ
ん

が
安
心
し
て
祭
を
楽
し
め
る
よ
う

に
と
八
百
人
を
収
容
出
来
る
テ
ン

ト
を
設
置
し
て
お
り
、
今
年
は
昨

年
の
雨
と
は
違
い
、
強
い
陽
射
し

が
照
り
付
け
る
日
と
な
り
、
参
加

者
は
日
陰
を
求
め
て
テ
ン
ト
を
利

用
し
た
よ
う
で
す
。

6
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お
と
う
さ
ん
も
お
か
あ
さ
ん
も

こ
ど
も
た
ち
も
が
ん
ば
っ
た
！

蓬
田
保
育
所
・
幼
稚
園
合
同
運
動
会



余裕と感受性を

九
十
四
名
の
方
々
を
お
祝
い
！

九
月
十
九
日
（
木
）
、
村
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
村
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し

・
半

作
で
　

稲
穂
の

粒
が
　

水

膨
れ
　
　
　
　
　
　
勝
美

・
洗
濯

機
　

汚

れ
パ
ン
ツ
に
　

水
踊

る
　
　
　

ち
ゑ
子

・
水

を
飲
み
　

昨

夜
の
逎
が
　

や

っ
と
逃
げ
　
　

重
彦

・
孫

が
来
て
　

夫

婦
ク
ン

カ
に
　

水
入
り
　
　
　

昭
夫

て
い
る
高
齢
者
約
三
百
名
と
来
賓
、

関
係
者

合
わ
せ
て
百

名

が
出
席
し

て

、
村

敬
老
会

が
開

催
さ

れ
ま
し

・
娘

の
進
路
　

述
路
に
な

っ
て
　

逆
戻
り
　
　
　

清
乃

・
湯

上
り
の
　

コ

ッ

プ
の

水
に
　

肌
の

艶
　
　
　

勇

三

・

水
た
ま
り
　
　一
人
舞
台

の
　

子
の
笑
顔
　
　
　
　
増
吉

・
う
ま

い
水
　

飲
め

る
幸

せ
　

過

疎
に
往
む
　
　

お
富

た

。初

め

に

、

物

故

者

に

対

し

て

黙

祷

（
も

く

と

う

）

を

さ

さ

け

ま

し

た

。八

戸

村

長

は

「
家

庭

で

は

、
良

き

孫
に
囲

ま

れ
、
良

き

お
爺

さ
ん

、

お

婆

さ

ん

に

な

っ
て

円

満

な

家

庭

を

作

っ
て

ほ

し

い
。

こ

れ

か

ら

も

百

歳

を

目

指

し

健

康

で

長

生

き

し

て

、

来

年

も
元

気

で

こ

の

場

所

で

会

い
ま

し

ょ
う

」

と

挨

拶

。

こ

の

後

、

九

十

歳
以

上

の
長

寿

者

、
村
上

弛

五
郎
（
蓬
ｍ

）
さ
ん

、

鈴

木

キ

サ

（

阿

弥

陀

川

）

さ

ん

、

坂

本

チ

セ

（

長

科

）

さ

ん

、

坂

本

七

め

（
長

科

）
さ

ん

、

福

井

タ

マ

（

郷

沢

）
さ

ん

に

、
工

藤

堅

固

東

地

方

福

祉

事

務

所

長

か
ら

県

知

事

顕

彰

、

津

島

信

一

後

潟

郵

便

局

長

か

ら

加

藤

サ

コ
　（

郷

沢

）

さ

ん

他

四

名

の

方

に
郵

便

大

臣

顕

彰

の

伝

達

が

行

わ

れ

ま
し

た

。

八

戸

村

長

か

ら

は

、

九

十

歳

以

上

の
長

寿

者
、
木

村

糟
藏

（
蓬

田

）

さ

ん

ら

二

十

名

と

米

寿

者

、

八

幡

マ

サ

（

高

根

）

さ

ん

ら

五

名

一

人

ひ

と

り

に

顕

彰

状

と
記

念

品

を

贈

り

長

寿

を

お

祝

い
し

ま

し

た

。

婚

姻

六

十

年

以

上

の

健

在

夫

婦

の

山

谷

俊

雄

・

み

ゑ

夫

婦

ら

五

組

と
、
婚
咽
五
十
年
以
上
の
健
在
夫

婦
の
三
上
八
三
郎
・
よ
し
の
夫
婦

ら
十
一
組
に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
と

し
て
毛
布
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
九
十
歳
以
上
の
長
寿
者

に
は
来
賓
の
方
々
よ
り
花
束
の
贈

呈
。
七
十
七
歳
の
長
寿
者
に
安
全

フ
疋
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
と
し
て
、
工
藤
束
地

方
福
祉
事
務
所
長
さ
ん
、
清
水
村

議
会
議
長
、
津
島
村
社
会
福
祉
協

議
会
長
よ
り
「
余
裕
と
感
受
性
を

失
う
こ
と
な
く
、
健
康
で
い
つ
ま

で
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
」
と
お

祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

式
典
は
、
久
慈
寛
一
村
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
長
の
あ
い
さ
つ
と
続

き
、
坂
本
豊
光
村
民
生
委
員
長
に

よ
る
万
歳
三
唱
で
、
め
で
た
く
式

を
閉
じ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
蓬
田
幼

稚
園
児
三
十
四
名
に
よ
る
加
わ
い

い
遊
戯
と
、
園
児
に
よ
る
手
作
り

の
菊
の
花
の
首
飾
り
が
、
九
十
四

名
の
方
一
人
一
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
浦
津
軽
民
謡
シ
ョ
ー

が
披
露
さ
れ
会
場
か
ら
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
参
加
者
は
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

十

一
月
二
日

土

二
日
、
中
学

校
と
ト
レ

ー
ニ
ン

ブ
セ
ン

タ
ー

に
て
行

わ
れ
る
村
民
祭
に
川

柳

の
作
品

を
募
集
し
て
い
ま
す

。

失 うこ とな く
健康で長生きしてほしい！

村敬老会開催される



広報よもぎた

村の期待は大！

村
で

は
、
当
帰
栽

培
を
手

掛
け

て
早
く
も
五

ヶ
月
目

と
な
り
ま
し

た

が
苗
木

も
順
調
に
成

育
し

、
来

年
の
定
植
予

定
面
積

を
大

幅
に
上

ま
わ

る
程
、
確
保

さ
れ
た
よ
う
で

す
。当
帰

は
、
「

セ
リ
科
」

の
多
年

草
で
、
高

さ
約
六
十

セ
ン
チ

、
夏

秋
、
茎
上

に
多
数
の

白
色

微
小
な

五

弁
花
を

散
形

に
開

き
、
香
気
を

放
つ
。
乾
し

た
根
を

煎
じ

て

『
鎮

静
』

『
鎮
痛
』

『
浄
血
』

『
補
血

強
壮
』

の
漢
方
薬

と
し

て
栽
培

さ

れ
て

い
ま
す
。

九
月
十
二

日
（
木

）
村
で
当
帰

栽
培
を
行

っ
て

い
る
約
二

十
名
の

農
家
の
方

々

が
、
青
森
市

六
枚
橋

の
沢
田
氏

の
定
植
田

、
青
森
市
農

業
指
導

セ
ン
タ
ー
、
長

科
の
坂
本

氏

の
苗
畑

、
役
場
農
林

水
産
課

が

管

理
し
て

い
る
定
植
田

で
現
地
検

討

会
を
実
施
し

ま
し

た
。

検
討
会
で

は
、
平

賀
町

の
北
山

さ
ん
の
指
導
を
受
け

、
各

農
家
や
、

セ

ン
タ
ー

の
発
育
状
況

を
視
察
し

ま
し
た
。

現
地
検
討

会
終
了

後
、
会
場
を

傘
松
屋
（
中

沢

）
に

移
し

、
当
帰

部
会
設

立
総
会

が
行

わ
れ
、
今
後

の
当
帰

の
栽

培
管
理
や

、
事
業
計

画
を
決

め
て

総
会
を
閉
じ
ま
し

た
。

暮

ら

し

と

電

気

安

全

電
気
器
具
は
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
！

（
財
）
東
北
電
気
保
安
協
会

十
月

十
日
は
目

の
愛
護

デ
ー
で

す
。

十
月

十
日
を
目

の
愛
護

デ
ー

と
し

た
の
は
、
視

覚
的
な
観

点
か

ら
で
1
0月
1
0日
を
眉

と
目

の
形

に

見

た
て
、
昭
和
六

年
に
中
央
福

祉

協
会

の
主
唱
に
よ

っ
て
始

め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

最

近
、
高
年
齢

者
層

の
増
加

が

進
み

視
力
低
下
や

視
力
障

害
の
あ

る
方

が
多
く
な

っ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
現
代

の
日
常
生
活

の

中
で

合
理
化
し

た
い
も
の
と
し
て
、

食

事
の
後
片
付
け

、
掃
除

、
洗

濯
、

パ
ー
ト

収
入

と
税

青
森
税
務
署

パ
ー
ト
収
入

は
、
通
常

、
給
与

所
得

と
な
り
ま
す
。

し

た
が
っ
て

パ
ー
ト

の
年
収

が

Ｉ
〇
〇
万
円
以

下
で
す

と
給
与
所

得
控
除

額
（
最

低

六
十
五

万
円

）
を
差
し
引

い
た

残

額
が
基
礎
控

除
（
三

十
五
万
円

）

以
下

と
な
り
ま
す

の
で

、
所

得
税

は
か
か
り
ま
せ

ん
し

、
配

偶
者
控

除

を
受
け
る
こ

と

が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
内
職

な
ど
の
収
入

は
、

収
入

か
ら
必
要

経
費
を
差
し

引

い

た
残
り

が
事
業
所

得
ま

た
は
雑
所

炊
事
な
ど
の
家
事
の
分
野
が
第
一

位
に
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
家
電
製
品
に
は
い
ろ
い
ろ
の

製
品
が
開
発
普
及
し
て
い
ま
す
。

便
利
で
楽
し
く
と
言
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
製
品
が
多
い
で
す

が
、
目
の
不
自
由
な
方
や
ご
年
輩

の
方
に
は
使
い
方
に
難
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

誤
っ
た
使
用
や
感
電
を
防
止
す

る
た
め
に
、
取
扱
説
明
書
を
よ
く

読
ん
で
教
え
て
上
げ
ま
し
ょ
う
。

得

と
な
り
ま
す
。

た
だ
し

、
家
内

労
働
者

な
ど
、

特
定

の
人
に
対
し

て
継
続
し

て
労

務

の
提
供
を
す

る
人
に
つ
い
て
は
、

必
要

経
費

と
し

て
六
十
五
万
円
（
収

入
金

額

が
限
度

で
す

）
を
差
し

引

く

こ
と

が
で

き
ま
す
。

し

た

が
っ
て

、
収
入

が
内

職
だ

け

の
場
合
は

、

パ
ー
ト

収
入

と
同

様

に
年
収

が

Ｉ
〇
〇
万
円
以
下

で

す

と
所
得
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、

配

偶
者
控

除
を
受
け

る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

詳
し

く

は
、
青
森
税

務
署
か
、

役
場
税
務
課

に
お
尋

ね
下

さ

い
。

第II回蓬田村民祭

開催日決定！

10月の土曜閉庁日は

12日と26日です。

・日時　11 月２日(土)～３日(日)

・場所　蓬田中学校体育館

村農業者トレーニングセンター

ただし中央公民館、幼稚園、保育

所、児童館はこれまでどうりです。

各課から

当帰(とうき)栽培に

当帰栽培者が現地検討会

1

0
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今
回
は
、
昭
和
五

十
五

年
よ
り

蓬
田
中

学
校
（
六

十
三

年
ま
で

）

六
十
三
年
四
月

か
ら
蓬
田
小
学
校
に

て
養
護
教
諭
と
し
て
、
児
童
の
健
康

に
関
す

る
保
健
指
導

を
し

て

い
る

松
野
淳
子

先
生
（
阿

弥
陀
川

）
に

談話室

取
材
し
ま
し

た
。

松
野
先

生
の
主
な

仕
事
は

、
全

校
児
童

の
健
康
診
断
や

保
健
室
を

利

用
す

る
年
間
二
百
人
前

後
の
児

童
の
健

康
管
理
で
す
。

保
健
室
を

利

用
す

る
児

童
の
多
く
は
、
頭
痛
、

腹
痛
等
内

科
的
な
病
気

が
多

い
そ

う

で
す
。

ま

た
、
先

生

が
小

学
校
に
移
っ

た

昭

和

六

十

三

年

に

は

、

児

童

の

九

十

％

に

虫

歯

が

あ

っ

た

の

が

、

今

で

は

七

十

八

％

ま

で

減

っ

た

そ

う

で

、

「

虫

歯

に

な

っ

た

ら

す

ぐ

治

療

す

る

と

い

う

意

識

は

高

よ

っ

て

い

ま

す

が

、

こ

れ

か

ら

は

虫

歯

に

な

ら

な

い

よ

う

に

、

食

事

の

後

は

か

な

ら

ず
「

ミ

ガ

キ

を

す

る

習

慣

を

早

い

時

期

か

ら

身

に

つ

け

て

ほ

し

い

」

と

ア

ド

バ

イ

ス

が

あ

り

ま

し

た

。

「

村

の

小

学

生

は

、

身

長

、

体

重

が

県

平

均

な

の

で

す

が

、

体

力

テ

ス
ト

を

行

う

と

、

力

は

あ

る

も

の

の

、

俊

発

力

や

柔

軟

性

が

無

い

よ

う

に

感

じ

ら

れ

る

。

も

っ

と

体

を

使

う

遊

び

を

し

て

ほ

し

い

」

と

話

し

て

く

れ

ま

し

た

。

今

年

の

七

月

か

ら

ネ

ブ

タ

の

笛

に

初

挑

戦

の

た

め

ネ

ブ

タ

愛

好

会

（

青

森

市

）

に

参

加

。

ネ

ブ

タ

運

行

に

て

初

め

て

笛

を

吹

き

感

動

。

自

分

に

も

出

来

る

と

確

信

し

た

そ

う

で

す

。

ま

た

、

旅

行

が

大

好

き

で

毎

年

家

族

や

友

達

と

一

緒

に

出

か

け

て

い

る

そ

う

で

、

ほ

ん

と

う

は

違

う

人

と

行

け

た

ら

い

い

な

あ

～

と

本

音

を

ポ

ロ

リ

。

子

供

達

が

気

軽

に

保

健

室

に

来

て

、

心

や

身

体

の

悩

み

を

何

で

も

相

談

で

き

る

よ

う

に

、

ま

た

、

心

身

と

も

に

健

康

な

児

童

を

育

て

る

こ

と

を

目

標

に

、

松

野

淳

子

先

生

は

今

日

も

笑

顔

で

頑

張

る

。

み
ー
つ
け
た

4

4

郷沢集会所の正面の力べがとっても

可愛いイラストでお色直しされました。

このイラストを書いたのは、青年会

の皆さんで、下絵を福井明彦さんが担

当し、会員がペンキ塗りを担当して完

成しました。

イラストは４種類「ちびまる子」・

「バイキンマン」。「アンパンマン」・

「笑うセールスマン」でとっても上手に

描かれております。一度ご覧下さい。

談話室/行事予定

心
身
共
に
健
康
に
な
つ
て
ほ
し
い
！

1

1

●10月行事予定
―｣

O

ａ

）

７に

．）

１７１０り
乙

７り
乙

９ｎ
乙 日

母

親
教

室
：０

～

＾
中
央

公

民
館

）

ス
ポ

ー
ツ
テ

ス
ト

陸
奥
湾
一
周
駅
伝
競
走
大
会（

む
っ
市
ス
タ
ー
ト

）

ス

ポ
ー
ツ
テ

ス
ト

郡

合
同

音
楽

祭

行

政
相

談
：０

～

＾
中

央
公

民
館

）

1
0

蓬

中
祭

蓬

小

学
芸

発
表
会

殷
脱

健
診
：０

～

＾
中

央
公

民
館

）

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事

民
　

生
　

課

蓬

田
中

学
校

村

体
育

協
会

蓬

田
小

学
校

蓬

田
中

学
校

総
　

務
　

課

蓬

田
中

学
校

蓬

田
小

学
校

民
　

生
　

課

担
　
　

当

No.44
がんばる
松野淳子さん
阿弥陀川
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ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

早

い
も

の
で
、
私
も
村

を
離
れ

て
か
ら
今
年
で
二
十
八
年
が
過
ぎ
去

ろ
う

と
し
て

い
ま
す

が
、
こ
こ
数

年
帰
省
す

る
度
に
そ

の
発
展

ぶ
り

に
驚

い
て

い
ま
す
。

ま
ず

は
、
そ
の
発
展

を
心
か
ら

喜

ぶ
と
と
も
に
、
そ

の
間

の
村
民

皆
様

の
御
努
力
と
、

創
意

と
工

夫

に
あ

ふ
れ
た
村

づ
く
り

の
手
腕
に

戸籍の

窓　口

人口と世帯数

(８月31日現在)

総人口　4,135 人

男　　1,986 人

女　　2,149 人
世帯数1,050 世帯

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
現
在
新
宿
区
市
ヶ
谷
に

所
在
す
る
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面

総
監
部
人
事
部
人
事
課
で
勤
務
し

幹
部
人
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

主
に
、
東
部
方
面
隊
（
一
都
、

一
〇
県
）
に
所
属
す
る
幹
部
自
衛

官
の
昇
任
・
異
動
等
に
関
す
る
人

事
管
理
に
携
か
っ
て
い
ま
す
が
、

勤
務
し
て
既
に
二
年
を
経
過
し
た

も
の
の
、
未
だ
自
分
の
未
熟
さ
は

も
ち
論
で
す
が
大
事
管
理
の
む
づ

か
し
さ
を
痛
感
す
る
毎
日
で
す
。

し
か
し
、
日
夜
、
人
の
幸
せ
を

求
め
努
力
す
る
の
も
ま
た
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
で
あ
り
、
そ
こ
は

８月受付分

お誕生おめでとうございます

あやの　　　
正

坂本　 彩乃
し

言　子　
長　女

l
，
お　　明越田　 理央
（　　　

長　 女
まゆ子

か　ほ　　　
敬

青木　果歩|
古　子　

長　 女

なつみ　
正　 治

八戸　 菜摘|　　　　 長　 女
由紀子

め

げ
る
こ
と
な

く
小

・
中
学
校

時

代
に
村
で
鍛
え
ら
れ
た
津
軽
の
「

ジ

ョ
ッ

パ
リ
精
神
」

で
乗
り
き

っ
て

い
ま
す
。

家

族
も
、
妻

は
暇
を
み
て

は
手

話
教
室

に
通
う

と
と
も
に
練
馬

地

域

の

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

活
動
を
手

伝

い
、
長

男
、
長

女
、
次
女
も
す

っ

か
り
東

京
の
生
活
に
も
な
れ
る
等
、

み

ん
な
そ

れ
ぞ
れ
元

気
に
頑
張

っ

て

い
ま
す
。

そ

の
上
う

な
現

在
、
直

接
蓬

田

村

に
貢
献
す

る
こ
と
は
出
来

ま
せ

ん

が
、
せ

め
て
蓬

田
村
出
身

者
の

一
人

と
し

て

今
後
と
も
社
会

に
貢

献
す

る

べ
く
努

力
を
し
て

い
く
所

東
部
方
面
総
監
部
人
事
部
人
事
課
人
事
第
一
班

三
等
陸
佐

星
　

野
　

範
　
雄

存
で

あ
り
ま
す
。

最

後
に
、
家
族

と
も
ど
も
蓬
田

村

の
永
遠
の
発
展

を
祈
念
し
又
村

民
皆

様
の
益

々
の
御
発
展
を

お
祈

り
し

な

が
ら
終
り
と
い
た
し
ま
す
。

めも

さ

ん

･･現住 所／練馬区田柄３丁目9-5-103 容03(3990)

1045  ^･･生年 月日／昭和21 年４月２日･・出身／高根

／佐井岩男氏弟S・家族構成／妻・景子・長男・伸

太郎( 中３) 長女 ・薫(小６) 二 女・玲( 小３)卜 好き

なもの／ゴルフ ・スキー･・経歴／常盤工業株式会

社入社(昭 和37 年)自 衛隊入隊( 昭和40 年)～ 東部方

面総監部人事部(新 宿区市ヶ谷) ～現在に至る( 昭

和49年 、 新潟県立高田南城高等学校卒)

▼
編
集
後
記
▲

村
民

の
皆

様
の

ご
協
力
に
よ
り
、

連
載
し

て
お
り
ま
す

、
け
っ

ぱ
る

蓬
田
人

も
お
陰
様
で
3
7回
と
な
り

ま
し

た
。

少
し

で
も
多
く

の
方
を
紹
介
し

た

い
と
考
え
て

お
り

ま
す
の
で

、

友
人

、
知
人
、
親

戚
等
の
方
を

紹

介
し
て
下

さ
る
こ

と
を
お
待
ち
し

て

お
り

ま
す
。

けつぱる蓬田人/戸籍の窓口

3

7

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

の
り
　
　
　

お

1

2

八戸　竹雄（阿弥陀川　65歳）

田中　のよ（広　　瀬　75歳）

おくやみ申し上げます
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